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府
職
労
自
治
研
集
会
公
共
事

業
分
科
会
（
土
建
支
部
・
土
木

現
場
支
部
が
主
催
）
は
９
月
19

日
、
関
係
団
体
で
あ
る
全
建
労

や
建
公
労
、
建
設
政
策
研
究

所
、
大
阪
借
地
借
家
人
組
合
連

合
会
な
ど
幅
広
い
分
野
も
含
め

て
60
名
を
超
え
る
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
中
山
徹
氏
（
奈

良
女
子
大
学
大
学
院
教
授
）

は
、「
こ
れ
か
ら
の
公
共
事
業

は
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
の
減

少
が
続
く
も
と
で
新
し
い
『
都

市
問
題
』
を
真
っ
正
面
か
ら
議

論
し
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

問
い
か
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

『
建
物
の
減

築
』『
Ｌ
Ｒ

Ｔ
』
な
ど
の

実
例
紹
介
や

高
度
成
長
期

の
無
計
画
な

乱
開
発
計
画

の
見
直
し
、

「
計
画
的
縮

小
」
を
軸
に

し
た
新
た
な

公
共
事
業
と

い
う
斬
新
な
問
題
提
起
を
含

め
、
わ
か
り
や
す
く
大
変
参
考

に
な
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
土
木
現
場
支
部
か

ら
「
橋
下
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る

『
建
設
か
ら
維
持
管
理
へ
』
ど

う
な
る
公
共
事
業
」、
土
建
支

部
か
ら
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る

府
営
住
宅
建
替
え
の
問
題
点
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
各
支
部
か
ら

貧
困
を
解
消
し
府
営
住
宅
を
増

や
す
運
動
」（
大
借
連
）、「
公

共
施
設
の
維
持
管
理
の
必
要

性
」（
全
建
労
）、「
食
と
農
を

考
え
る
問
題
提
起
」（
農
林
支

部
）、「
ム
ダ
な
事
業
見
直
し
経

済
波
及
で
き
る
計
画
の
転
換
」

（
土
現
支
部
Ｏ
Ｂ
）
な
ど
今
後

の
自
治
研
活
動
に
反
映
で
き
る

発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
、
府
職
労
自
治
研

集
会
子
ど
も
の
分
科
会
が
開
催

さ
れ
、「
貧
困
」
に
起
因
す
る
こ

と
を
メ
イ
ン
に
据
え
た
報
告
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
し
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
討
論
で
は
、「
土
木

事
務
所
地
域
支
援
課
の
現
状
と

問
題
点
」（
土
現
支
部
）、「
橋

下
行
革
の
府
営
住
宅
半
減
攻

撃
」（
土
建
支
部
）、「
官
民
共

同
の
大
阪
建
設
共
闘
の
取
り
組

み
」（
大
阪
建
設
共
闘
）、「
二

重
派
遣
に
よ
る
解
雇
撤
回
の
た

た
か
い
」（
建
公
労
）、「
住
宅

率
は
58
％
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
４

位
の
高
水
準
で
あ
る
こ
と
、
生

活
が
厳
し
く
て
も
生
活
保
護
を

受
け
る
と
塾
に
行
け
な
い
か
ら

保
護
申
請
を
し
な
い
人
の
こ

と
、
学
校
現
場
で
は
、
就
学
援

助
の
申
請
者
が
、
資
格
基
準
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
に
増
加

　

９
月
25
日
（
土
）、「
ど
う
な

る
の
！
府
民
の
健
康
」
と
題
し

こ
ど
も
達
の
生
活
の
実
態
は

こ
ど
も
達
の
生
活
の
実
態
は

継
続
さ
れ
る
大
規
模
開
発
見
直
し

官
か
ら
民
へ
の
流
れ
を
チ
ェ
ッ
ク

て
府
職
労
自
治
研
集
会
「
保
健

・
医
療
分
科
会
」が
開
催
さ
れ
、

ン
」、
③
い
の
ち
、
健
康
を
守

る
公
的
責
任
を
明
確
に
し
、
府

民
と
の
共
同
の
輪
を
さ
ら
に
大

き
く
し
よ
う
、
の
３
点
の
問
題

提
起
を
行
い
ま
し
た
。

　

府
民
団
体
か
ら
①
大
阪
民
医

連
事
務
局
の
小
谷
さ
ん
か
ら
は

「
地
域
か
ら
の
熱
中
症
に
よ
る

死
亡
者
を
出
さ
な
い
た
め
の
調

査
報
告
」
を
も
と
に
し
た
大
阪

府
に
対
し
て
の
緊
急
の
申
し
入

れ
、
②
大
阪
腎
臓
病
患
者
協
議

会
の
田
井
さ
ん
か
ら
は
、
大
阪

府
の
医
療
費
助
成
見
直
し
に
対

す
る
要
望
、
③
保
健
所
支
部
の

野
田
さ
ん
か
ら
は
「
母
子
保
健

を
は
じ
め
と
し
て
保
健
所
の
役

割
」、
④
自
治
労
連
医
療
部
会

の
池
尾
さ
ん
か
ら
は
「
泉
州
南

部
地
域
医
療
充
実
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
の
今
後
の

取
り
組
み
、
⑤
済
生
会
千
里
病

院
労
組
の
籔
之
内
さ
ん
か
ら
は

「
千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

役
割
」
が
そ
れ
ぞ
れ
発
言
さ
れ

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
国
・
自
治
体
が
公

的
責
任
を
放
棄
す
る
中
、
府
民

の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た

め
、積
極
的
な
運
動
を
展
開
し
、

国
や
大
阪
府
に
対
し
て
要
求
運

動
を
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

　

討
論
で
は
、
11
名
の
方
が
発

言
さ
れ
、
患
者
団
体
か
ら
は
医

療
従
事
者
と
患
者
と
の
共
同
し

た
と
り
く
み
の
推
進
、
ま
た
国

の
社
会
保
障
の
貧
弱
さ
や
橋
下

府
政
の
府
民
施
策
切
り
捨
て
を

広
く
府
民
に
知
ら
せ
、
共
同
の

運
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
す
る
意
見
が
多
く
出
さ

れ
、
改
め
て
国
、
自
治
体
の
責

任
を
問
い
、
あ
わ
せ
て
府
政
の

民
主
的
転
換
の
と
り
く
み
を
強

化
す
る
こ
と
も
重
要
と
い
う
意

見
も
だ
さ
れ
ま
し
た
。

ど
う
な
る
の
！
府
民
の
健
康

ど
う
な
る
の
！
府
民
の
健
康

公
共
事
業
と
は
何
だ
！

公
共
事
業
と
は
何
だ
！

「
ネ
グ
レ
ク
ト
と
子
ど
も
の
貧

困
」
に
つ
い
て
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
職
員
か
ら
、「
子
ど
も
の

貧
困
は
社
会
の
貧
困
〜
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
力
で
子
ど
も
の
学
び

と
健
康
・
発
達
の
保
障
を
〜
」

に
つ
い
て
小
学
校
養
護
教
諭
か

ら
、「
児
童
福
祉
の
現
状
」（
こ

れ
は
、
府
職
労
機
関
紙
「
府
職

の
友
」
に
２
０
０
４
年
か
ら
連

載
し
て
い
る
も
の
）
を
ベ
ー
ス

に
仕
事
を
し
て
い
て
見
え
て
く

る
も
の
を
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
職
員
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。

　

親
が
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
で
子
ど

も
を
家
に
置
き
去
り
に
し
て
虐

待
と
通
報
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困

橋
下
府
政
の
府
民
い
じ
め
の
実
態

を
知
ら
せ
共
同
の
運
動
広
げ
よ
う

こ
ど
も
の
く
ら
し
、福
祉
、

教
育
の
現
状
を
見
つ
め
て

府職労府職労
自治研集会自治研集会
分科会分科会

　府職労では、自治研活動を大い
にとりくもうと、各分野別の分科
会を順次開催しています。９月は
三つの分科会が開催され、民間の
団体の方の参加もあり、府政の現
状や職場の実態、課題などを交流
し、学びあいました。

仕事を通じて仕事を通じて
府政府政のの実態実態がが明らかに明らかに

態
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

「
経
済
的
貧
困
」
と
「
社
会
的

貧
困
」（
格
差
社
会
が
ゆ
え
に

起
こ
る
貧
困
）
が
、
社
会
的
弱

者
で
あ
る
子
ど
も
に
対
し
て
虐

待
と
い
う
形
で
現
れ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。

　

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

①
地
域
で
支
え
あ
う
環
境
づ
く

り
（
英
国
に
も
な
い
検
診
制
度

の
充
実
・
少
人
数
学
級
実
現
を

含
む
見
守
り
体
制
強
化
等
）
②

貧
困
に
対
す
る
労
働
政
策
（
軍

事
費
削
減
・
政
党
助
成
金
の
廃

止
・
企
業
の
内
部
留
保
の
制
限

等
）
③
児
童
虐
待
対
応
シ
ス
テ

ム
の
改
善
（
児
童
相
談
所
一
極

集
中
を
改
善
し
家
裁
を
含
め
た

体
制
作
り
・
介
入
と
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
機
能
分
担
等
）
④
夜

間
対
応
し
て
い
る
大
阪
府
中
央

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
体
制

強
化
（
Ｃ
Ｗ
増
員
し
交
代
制
の

実
施
・
緊
急
保
護
の
た
め
の
一

時
保
護
所
の
増
設
等
）
⑤
被
虐

待
児
童
の
受
け
皿
の
児
童
養
護

施
設
等
の
体
制
強
化
（
昭
和
22

年
制
定
の
児
童
福
祉
施
設
最
低

基
準
の
改
善
等
）
が
必
要
で
は

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

職
員
が
日
々
悩
み
な
が
ら
も

関
わ
っ
て
い
る
話
を
聞
く
と
、

そ
の
端
々
に
に
は
子
ど
も
の
笑

顔
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
、
課
題
を
感
じ
る

と
と
も
に
仕
事
に
や
り
が
い
を

も
っ
て
働
い
て
い
る
仲
間
の
姿

に
感
動
し
ま
し
た
。

し
て
い
る
こ
と
、
お
風

呂
に
何
日
も
入
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
こ
と
…
。

様
々
な
厳
し
い
養
育
実

「財政構造改革プラン」による人件費削減撤回せよ！
ガマンも限界！怒り大爆発！ガマンも限界！怒り大爆発！

10.21府労組連学習大決起集会
日時：10月21日（木）
時間：18時45分
場所：クレオ大阪中央
　　　　 大ホール
　職員・組合員に声をかけ最大
規模で参加ください。
　「怒りの一言」「全職員署名」
を持参ください。

患
者
団
体
や
府
下
の
医
療

労
働
者
な
ど
40
名
を
超
え

る
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
分
科
会
は
保
健

・
医
療
に
関
係
す
る
各
団

体
の
発
言
を
中
心
に
運
営

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
主
催
者
側
か
ら

①
強
ま
る
公
的
責
任
放

棄
、
地
方
自
治
の
変
質
の

攻
撃
、
②
府
民
の
健
康
実

態
と
さ
ら
に
府
民
の
施
策

を
切
り
捨
て
る
橋
下
知
事

の
「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ


